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サルコペニア新規治療法の開発

研究成果の応用可能性

運動療法と既存薬剤の組
み合わせによるサルコペニ
ア新規治療法の開発

 サルコペニアの新規治療薬として使用できる可能性を期待
する。

シーズ概要

C2C12 細胞では筋分化に伴って Zip13 遺伝子の発現が
上昇し、Zip13 遺伝子をノックダウンさせると、筋分化が
抑制されました。さらに、患者由来の iPS 細胞に骨格筋へ分
化させる刺激を与えると、骨格筋分化に必要な筋分化制御
因子である MyoD と Myogenin の発現が正常細胞に比べ
て顕著に低下していることが判明し、それらの発現低下は
ZIP13 の遺伝子変異を修復することで回復する。
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